











年)の結果では，40 歳以上の 10.9％に気流閉塞を認め，日本の COPD 有病率は 8.6％と推測
され，世界と同程度の高い有病率であることが明らかにされている．一方，COPD と診断さ
れている者は 9.4％であり，未診断患者が多く潜在している現状がある．厚生労働省の患
者調査では，65 歳以上あるいは 75 歳以上の高齢者の割合が高く，2011 年以降は増加して











観的な呼吸困難（修正 Borg scale：以下 Borg），息止め時間，眼窩前頭前野の脳血流反応
（Oxy-Hb），皮膚電気反射（GSR），経皮的動脈血酸素飽和度（SPO2）とし，感情面の主観的
評価は質問紙（General Self-Efficacy Scale：GSES，Hospital Anxiety and Depression 
Scale：HADS）を息止め課題前後に評価した．手続きは 1 日目に呼吸機能検査を実施し，除
外基準に該当しない者に対して 2 日目に息止め課題を実施した．息止め課題実施中は Borg4
になった時点で左示指を伸展し，息止めの限界になった時点で左手を挙げるよう指示した． 
【結果】7 名（男性 1 名，女性 6 名，年齢 52～80 歳）に息止め課題を実施した．息止め限
界時の Borg は 8.0±2.3，息止め時間［秒］は 52.0±18.9 であった．眼窩前頭前野の Oxy-
Hb 値および GSR は安静時に比べて Borg4 時，息止め限界時で増加した．GSES は息止め課
題前後で自己効力感が高まった者は 2 名，HADS では息止め課題前後で抑うつを認めた者は
1 名であった． 
【結論】中高年者において，呼吸困難の増強は眼窩前頭前野と大脳辺縁系の活動を賦活さ
せる可能性が示唆された．感情面へも変化をもたらす可能性が示唆された．今後は呼吸機
能の低下を疑う中高年者における主観的評価と生理学的反応との関連性についても検証し
ていく． 
 
